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出
前
講
座

　

社
会
教
育
係
で
は
出
前
講
座
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
仕
事
を
講
座
に
メ

ニ
ュ
ー
化
し
、
市
職
員
が
地
域
や
グ
ル
ー
プ

へ
お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
65
の
講
座
が
あ

り
、
特
に
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
関
す

る
講
座
の
希
望
が
多
い
よ
う
で
す
。

青
少
年
関
係

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
や
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
な
ど
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
犯
罪
防
止
の
た
め
の
活
動
を
中
心
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
子
ど
も
た
ち
か

ら
標
語
を
募
集
。
３
０
０
本
の
標
木
を
作
成

し
、
各
行
政
区
や
学
校
に
建
て
て
い
た
だ
く

よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

体
験
学
習

　

ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会
・
土
曜
体
験
教

室
・
子
ど
も
料
理
教
室
・
育
成
キ
ャ
ン
プ
・

わ
ん
ぱ
く
広
場
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

学
習
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
議
会
で
は
実

際
に
議
場
を
使
い
、
中
学
生
議
員
に
よ
る
委

員
会
報
告
と
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
公
民
館

　

各
地
域
に
あ
る
自
治
公
民
館
（
集
落
公
民

館
・
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の
活
動
推
進
の

た
め
、
活
性
化
と
施
設
整
備
な
ど
の
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

図
書
室

　

中
央
・
七
城
・
旭
志
公
民
館
に
図
書
室
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
図
書
室
に

は
約
２
万
冊
、
七
城
・
旭
志
図
書
室
に
は
そ

れ
ぞ
れ
約
６
、
０
０
０
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま

す
。
２
月
か
ら
は
、
各
図
書
室
に
図
書
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
泗
水
図
書
館
と
各
図

書
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
蔵
書
の
検
索
や
本
の
貸
し
出
し

方
法
な
ど
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
市
民
の
た

め
の
身
近
な
図
書
室
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

主
催
講
座

　

公
民
館
で
は
教
養
や
実
用
、
趣
味
な
ど
が

気
軽
に
学
べ
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、

語
学
講
座
、
教
養
健
康
講
座
、
料
理
講
座
、

歴
史
講
座
、
家
庭
教
育
・
青
少
年
講
座
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
定
期
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
住
民
の
暮
ら

し
や
地
域
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
部
講
座
で
は
自
ら
実
施
し
て
い
く
自
主

講
座
へ
発
展
し
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
講
座
で
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
な
ど
活
発

な
地
域
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

文
化
の
振
興

○
市
民
会
館

　

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
文
化
会
館
と
泗

水
ホ
ー
ル
か
ら
な
る
市
民
会
館
が
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
運
営
を
委
託

し
、
地
域
の
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共

同
に
よ
る
事
業
や
音
楽
・
演
劇
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
自
主
事
業
を
展
開
し
、
文
化
の
振
興
に

務
め
て
い
ま
す
。

○
泗
水
図
書
館
・
わ
い
ふ
一
番
館

　

両
施
設
と
も
に
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
図
書
の
充
実
と
利
用
者
増
加

を
図
り
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
独
自
の
事

業
開
催
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
番
館
は
市
民
が
持
ち
寄
る
作
品
を

展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
「
ま
ち
づ
く

り
寄
合
所
」
と
「
ま
ち
か
ど
資
料
館
」
の
２

棟
が
あ
り
ま
す
。
資
料
館
で
は
発
掘
さ
れ
た

土
器
な
ど
の
展
示
・
民
俗
芸
能
・
菊
池
一
族
、

ま
た
菊
池
の
文
教
に
関
わ
る
人
物
な
ど
を
紹

介
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
保
護

　

本
市
に
は
各
地
域
に
多
く
の
文
化
財
が
点

在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺
産
を
後
世
に
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
定

文
化
財
も
美
術
工
芸
品
・
建
造
物
・
史
跡
・

民
俗
芸
能
な
ど
多
く
の
種
別
に
分
か
れ
て
お

り
、
現
在
１
４
４
件
の
国
・
県
・
市
の
指
定

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
中
の
埋
蔵
文

化
財
は
、
市
内
全
域
に
無
数
の
包
蔵
地
が
あ

り
、
住
宅
建
設
・
ほ
場
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
に
対
応
す
る
た
め
、
開
発
に
あ
た
っ

て
は
確
認
調
査
や
本
発
掘
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

文
化
財
は
市
民
、
ま
た
県
民
・
国
民
の
財

産
で
あ
り
、
こ
の
文
化
財
を
大
切
に
保
存
保

護
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
仕
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

公
民
館

　

菊
池
市
に
は
中
央
公
民
館
、
泗
水
公
民
館
、

七
城
公
民
館
、
旭
志
公
民
館
の
４
館
が
あ
り
、

市
民
の
憩
い
の
場
・
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
支
館
を
、
龍
門
、

迫
間
、
水
源
、
戸
崎
、
花
房
の
５
地
区
に
設

置
し
、
指
定
管
理
制
度
に
よ
り
運
営
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
交
流
・
集
い
の
場
と
し
て
多

く
の
市
民
が
利
用
し
、
公
民
館
活
動
の
積
極

的
な
推
進
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国登録有形文化財（建造物）「姫
井橋」
　大正 14年、木材運搬のため
の馬車を渡すことが目的で架け
られたもので「馬橋」とも呼ば
れています。径の太いアーチ部
から路面を吊り下げる「下路式」
の鉄筋コンクリートアーチ橋と
しては日本最古とされています。
平成 22 年１月 15 日、国登録
有形文化財に選定されました。

子ども議会

ボランティア
ヨ ー ガ 教 室
（上）
古武術介護教
室（右）

子育て学級

菊池市文化会館

松囃子能場（左）、発掘現場（右） 土曜体験教室（左）、ふるさとかるた大会（右）

生涯学習課では、公民館などで生涯学習の場としてさま
ざまな講座・学級を開催し、多くの市民が参加しています。
また青少年の健全育成、図書の充実、菊池一族をはじめ
とする文化財保護など幅広い分野で社会教育の充実に努
めています。
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